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新 しい モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体を 用 い た 日本 人乳

癌、卵巣癌、大腸癌 に おけ る癌抑制遺伝子

p53 の 発現 の 検討
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グ リオ ーマ に おけ る GFAP を用い た 染色性

と FCM に よる細胞周期 の 関係
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【目的】種 々 の ヒ ト癌に おい て 癌抑制遣伝子 の

突然変異 が 関与 して い る こ とが 報告 されて い

る。今 回我々 は 、 日本人の 3 種類の 癌 におけ

る p53発現 の有無を調 べ た 。 【材料 及び方法】

国立奈良病院外科及 び、久留米大産婦入科に

おい て 手術摘 出 された乳癌 、大腸癌及 び卵巣

癌組織の ホ ル マ リ ン 固定、パ ラ フ ィ ン 包埋切

片に つ い て 、新 しく作製 され た p53 に 対する

モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 （BP53− 12．日本 タ
ーナ 社 ）

を 用 い て 癌抑制遺伝子 p53の 発現 を免疫組織

化学的に検討 した 。 【結果】大腸癌で は 44賑 乳

癌で は 33％、卵巣癌で は 35％に そ の 核 内に p53の

発現が 認め られ た 。 各腫瘍の 組織型に つ い て

解析 した ころ大腸癌で は 中分化及 び低 分化型

腺癌 に 、 乳癌で は硬癌 、 面疱癌 に 、 また卵巣

癌で は漿液癌に 高率に 認 め られ た 。 しか しこ

れ ら 3 種類の 組織 に おい て 良性腫瘍及 び癌 周

囲の 正 常組織に は p53の 発現 は認 め られなか っ

た。 【考察】今 回我々 は病院検査室で 日常行

わ れ て い る ホ ル マ リ ン 固定、パ ラ フ ィ ン 包埋

で の 試料 に っ い て p53 の 発現 を調 べ た 。 各癌

で 30−40％と高率 に検 出され 、反応 も癌 に 特異

的で あ り本抗体 は非常 にす ぐれ た もの だと考

え られ る 。

　グ リオーマ の 組織診に は glial 　 fibrillary

astroprotein （GFAP）が よ く用 い られ て い る

が 、一定 の 方法に よ っ て も、細胞 に よ り染色

性が異な っ て い る 。 こ の 違いは 、 細胞周期に

よ り生 じるの で は な い か と考え 、 フ ロ ーサ イ

トメ ト リ
ーを用い て 、 両者の関係を検索 した 。

（方法）当教室で 樹立 した glioblastoma 株の

TC430を用 い た 。
　 chamber 　 slide で 培養 し、培

養3〜4日目に 70％ エ タ ノ
ール 固定 し 、 抗GFAP

モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体を用 い PAP法にて染色 した 。

　propidium 　iodide（PI）　とF【TC標識GFAP二

重染色法を用 い 、Vero細胞 、　TC430 、 KMUIOOの

株化細胞に つ い て DNA量 histogramよ り、G。／G、 、

S 、 GzMの 細胞に gating しGFAP陽性細胞の 陽性

率を算出した 。

（結果）  Ver。細胞 はGFAP陰性で あ っ た 。

  TC430、 KMUIOOで は免疫染色で 陽性で あ っ た 。

G。 ／G 苴 、S、GxM期 の gating 細胞とGFAP陽性率を

み ると 、G、M期の 細胞 に陽性率が最 も高値を示

した 。

（結語）細胞周期に よ りGFAP染色性 が異 な る

こ とが示唆 された 。
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